
　8月29日、熊本市中

央区の熊本県立劇場に

おいて、「令和元年度熊

本県農地利用最適化推

進大会」を開催しました。

　県内農業委員・農地

利用最適化推進委員ら

約1,400人が参加し、農

業委員会組織による農地利用最適化活動の取組み強化に向け

て機運を高めました。

　大会決議では、“農業委員会組織の総力を挙げて農地利用の

最適化を実現しよう”と提案し、満場一致で採択されました。
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農業会議だより

熊本県農地利用最適化推進大会
令和元年度人・農地プランづくりと

            農地利用の最適化

２０１９年度農業会議の活動報告

各種調査結果の報告

CHECK!!





「人・農地プラン」

〇アンケートの実施
農地利用に関するアン
ケート調査の実施

〇地図による現況把握
年齢階層別耕作状況な
どを見える化

〇農地利用の方針策定
中心経営体への農地集
積に関する方針の策定

①農業委員会内に
実践チームを編成

②数値目標を意識

③重点事項を明確化

現場活動

〇農地利用に関する意向把握

・後継者の有無
・拡大（どのあたり、どれくらい）
・縮小（時期と筆の特定）
・その他

〇正確な耕作状況（ヤミ小作、貸借期間満
了含む）の把握

現場活動（戸別訪問等）の強化による情報
収集の質・量アップ

市町村農地集積推進チームと連携し
上記の地図化

人・農地プランづくりを踏まえた

「くまもと農業・最適化推進運動」の具体的取組み

「最適化推進運動」

農業委員会には、人・農地プランづくりの窓口である市町村担当部局と連携し、農地利用に
関するアンケート、話し合いへの参加、ヤミ小作の適正化などを含めた正確な耕作状況の把握、
さらには、農地中間管理事業の活用による利用権の再設定の手続きなど、現場活動の強化が求
められています。

このような中、農業会議では、農業委員会に対する支援業務の一環として、農業委員会関係
者を対象に、人・農地プランの実質化に向けた研修会や会議を開催するとともに、下記農業委
員会の協力を得ながらモデル地区の設定や現地指導、地図作成の支援、現場手引書の作成など、
人・農地プランづくりの基礎情報の整備に向け、農地集積実践システム検証事業（県補助）に
取り組みました。

○ 熊本市、菊池市、合志市、南小国町、嘉島町、甲佐町、八代市

【農地集積実践システム検証事業（農地情報整理、農地利用図作成・活用）の流れ】

①農地情報の収集

［農業会議］

⑤マッチング

②取りまとめ

・収集データの取りまとめ

［農業委員会及び市町村部局］

③農地利用図作成・提供

［県］

・農地利用図の作成

例：期間満了の農地の地図
受け手の地図 など
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・農地利用図の提供

④情報提供

・手引書等ツールの提供

３

4

・農地利用の意向（縮小・拡大など）
・後継者の有無
・その他

・期間満了農地の紹介
・ヤミ小作の適正化
・耕作放棄地の紹介 など
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全国農業図書 熊本県支局のホームページへ
今すぐアクセス！！
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農業者の視点でお届けする紙面

・ 特徴のある週間新聞 　   解説に力点をおいたニュース報道と企画編集
・ 時代に鋭く切り込む 　　農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに
・ 担い手の経営に役に立つ 　   知っておきたい経営・流通情報と経営マインド　　　
・ 喜びや悩みを共感できる 　　読者の心に訴え、ともに考える　　　
・ 読みやすく親しみやすい 　　 老若男女が楽しく読める
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